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毎月11日は 『人権を確かめあう日』です。

主
な
内
容

◆ 平成26年度予算 ……………………………
◆ 主な新規事業 ………………………………
◆ 一 般 質 問 ……………………………
◆ 常任委員会の主な報告 ………………
◆ 議案審議結果 ………………………………
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平成26年第1回（3月）

3月6日（木）～14日（金）

（前年度比　約６.８％増）

平成２６年度
予算総額

普通会計予算 ８９億６,３１５万８千円

特別会計予算 ５２億４,９１５万８千円

１４２億１，２３１万６千円

三 郷 町 議 会 定 例 会

可決

下 水 道 事 業 特 別 会 計
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

８億２０１万７千円
２５億１,９４７万３千円
１６億１,２００万円

３億１,５６６万８千円

住宅新築資金等貸付事業特別会計
し 尿 浄 化 槽 管 理 特 別 会 計
公共用地先行取得事業特別会計
勢野北部用地整理事業特別会計

３,１３４万８千円
１,５８１万５千円
７,１９８万１千円

１億３,４０１万４千円

一 般 会 計 ８７億１,０００万円

※その他・・・地方譲与税・配当割交付金・
　地方特例交付金・財産収入など

町税
24.6%

地方交付税
24.5%町債

14.5%

繰入金
9.3%県支出金

5.3%

その他
1.7%

諸収入
1.5%

分担金及び負担金
1.6%

地方消費税交付金
2.0%

使用料及び手数料
2.9%

国庫支出金
12.1%

歳 入

普通建設事業費
19.9%

人件費
17.5%

扶助費
15.3%

物件費
13.9%

補助費等
13.1%

繰出金
8.1%

予備費
0.2%

維持補修費
1.9%積立金

2.9%

公債費
7.2%

歳 出
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新
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

主な新規事業平成26年度
Q

Q

　
　

本
施
設
は
、
平
成
27
年
度
２
学
期

　
　

か
ら
の
稼
動
に
向
け
工
事
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

安
全
安
心
で
お
い
し
い
学
校
給
食
の

提
供
は
も
ち
ろ
ん
、
食
育
の
観
点
か
ら

２
階
に
見
学
窓
を
設
置
し
調
理
作
業
が

見
学
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
の
拠
点
と
な
る
複
合
施

設
と
し
て
、
備
蓄
倉
庫
と
耐
震
性
貯
水

槽
を
設
置
す
る
予
定
で
、
福
祉
避
難
所
、

一
般
避
難
所
を
併
設
す
る
と
と
も
に
、

緊
急
時
の
電
源
確
保
や
防
災
行
政
無
線

も
整
備
す
る
予
定
で
す
。
な
お
、
役
場

庁
舎
が
災
害
を
受
け
た
場
合
に
は
、
第

２
次
災
害
対
策
本
部
と
し
て
使
用
で
き

る
よ
う
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

A

A

▲新給食センター完成イメージ

新
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

建
設
事
業

ガ
ン
バ
レ
三
郷
！

　
　
　
　

応
援
寄
附
金

　
　

ガ
ン
バ
レ
三
郷
！
応
援
寄
附
金
に

　
　

つ
い
て

　
　

自
治
体
へ
の
寄
附
は
、
貴
重
な
財

　
　

源
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
を
奨
励
す
る
た

め
、
「
ガ
ン
バ
レ
三
郷
！
応
援
寄
附

金
」を
町
外
か
ら
広
く
三
郷
町
に
ご
寄

附
い
た
だ
け
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も

に
、
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
方
に
町
の
特

産
品
や
施
設
利
用
券
を
進
呈
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

　

な
お
、
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
方
へ

お
届
け
す
る
特
産
品
や
施
設
利
用
券

が
使
え
る
施
設
の
選
定
等
は
、
商
工

会
等
を
通
じ
て
事
業
所
の
方
々
と
調

整
を
行
い
、
幅
広
く
実
施
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

事業視察
　完成した放課後児童クラブ施設と防災倉庫を
視察しました。

〈三郷北小学校放課後
 　　　 児童クラブ施設〉 〈防災倉庫〉

立野終末処理場の水処理棟を新たに防災倉庫に改造運動場内に新設された放課後
児童クラブ施設

Q
&

A

Q
&

A

ガンバレ三郷！

R
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総
務
省
の
平
成
20
年
の
住
宅
・
土

　
　
　

地
統
計
調
査
で
本
町
の
空
き
家
数

は
１
８
９
０
戸
で
住
宅
総
数
１
１
０
２
０

戸
に
対
し
て
約
17
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
今
回
の
実
態
調
査
で
は
、
空
き
家

の
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
発

生
原
因
や
課
題
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、

今
後
の
空
き
家
対
策
を
検
討
す
る
た
め
の

基
礎
資
料
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
い
ま

し
た
。

　

そ
の
方
法
は
、
一
戸
建
て
の
全
住
宅
を

対
象
に
外
観
調
査
や
聞
き
取
り
調
査
等
を

行
い
、
そ
の
結
果
、
３
０
９
戸
の
空
き
家

が
あ
る
こ
と
を
把
握
し
、
こ
れ
ら
を
調
査

の
対
象
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
空
き
家
と
は
個
人
の
資
産
で
あ

り
、
そ
の
維
持
管
理
や
活
用
は
所
有
者
の

責
任
に
お
い
て
適
正
に
行
わ
れ
る
こ
と
が

原
則
で
す
。
そ
こ
で
、
行
政
と
し
て
の
防

犯
面
の
対
策
と
し
て
、
倒
壊
や
犯
罪
・
火

災
等
を
未
然
に
防
止
し
、
安
全
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
的
と
し
た
「
三
郷

町
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条

例
」
を
制
定
し
、
危
険
な
状
態
に
あ
る
老

朽
空
き
家
の
解
体
・
除
去
を
促
す
た
め
、

こ
れ
に
か
か
っ
た
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。
ま
た
、
有
効
活
用
と
い
う
側
面
で

は
、
定
住
化
の
促
進
を
図
る
た
め
の
支
援

策
と
し
て
、
空
き
家
住
宅
の
購
入
者
に
改

修
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
経
費
を
平
成

26
年
度
予
算
に
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

空き家実態調査の活用について
空き家の実態を把握し、防犯面及び有効活用の支援策に取り

組んでいきます。

平成25年度で空き家実態調査を実施されたが、

防犯面及び町おこしの二面からの活用方法が考えられるが

調査結果及び今後の活用計画は？

Q

平和首長会議の一員として
平和講演会等の事業を継続的に実施し、より一層の内容充実を図り、

実効性のある事業にして行きたいと考えます。

町長は平和首長会議に加盟された。この会議の果たすべき役割として
「核兵器廃絶に向けて各国政府に具体的な対応を促す市民の声をさら
に大きくし、核兵器廃絶の国際世論を拡大すること」を掲げている。
町が毎年取り組んでいる非核平和事業は、この役割を果たす上で大事
な事業である。この事業をより充実させるために、どのようなビジョンを
持っておられるのか？

Q

　
　
　

「
輝
き
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
」

　
　
　

三
郷
町
は
、
平
和
な
世
の
中
で
あ

っ
て
こ
そ
、
初
め
て
実
現
で
き
る
も
の
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
本
町
は
、
昭
和
61
年

９
月
に
非
核
三
原
則
の
完
全
実
施
と
核
兵

器
廃
絶
を
願
い
、
住
民
の
平
和
と
暮
ら
し

を
守
る
都
市
と
し
て
「
非
核
平
和
都
市
宣

言
」
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
23
年

７
月
に
は
、
核
兵
器
に
よ
る
悲
劇
が
二
度

と
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
住
民
の
安

全
を
守
る
べ
き
自
治
体
が
連
携
し
て
、
核

兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
実
現
を
目
的
と

し
「
平
和
首
長
会
議
」
に
加
盟
し
ま
し
た
。

　

戦
後
69
年
が
経
過
し
た
今
、
戦
争
体
験

者
が
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
平
和
で
あ

る
こ
と
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
今
日
、
戦
争
の
悲
惨
さ
・
平
和
の
大
切

さ
を
次
世
代
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
こ
そ

が
、
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
中
、
語
り
部
自
身
が
ご
高
齢
に
な
り

ご
講
演
を
い
た
だ
く
こ
と
が
難
し
い
状
況

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
戦
争
体
験
を
語

り
継
い
で
い
く
「
生
の
声
」
を
聴
い
て
い

た
だ
く
た
め
の
「
平
和
講
演
会
」
を
中
心

に
、
文
化
祭
で
の
戦
争
資
料
展
や
平
和
祈

念
作
品
展
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

  

今
後
も
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
継
続
的
に

実
施
す
る
こ
と
で
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
風

化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
平
和
へ
の
思
い
・

命
の
尊
さ
を
思
う
輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ

と
を
願
い
、
実
効
性
の
あ
る
事
業
に
し
て

行
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

一

般

質

問

平
成
26
年
3
月
6
日
開
催

A

A

　掲載しております一般質問は、
通告書による質問に対して１回
目の回答の要旨を掲載していま
す。再質問やそれらに係る回答、
また掲載以外の質問等につい
ては、会議録に詳しく掲載して
おります。
　会議録は議会事務局、町立図
書館において閲覧できますが、
発行時期等詳しくは議会事務
局にお問い合わせください。
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災害に強いまちづくりの具体的な施策は・・・
安全な避難体制の整備を進め、

　　　　　　　安全で安心なまちづくりを推進してまいります。

災害対策基本法に基づいた法定計画である「三郷町地域防災計画（平成25年度修正）」が

策定された。基本方針にあるように、地域社会自体の安全性を向上させる未然防止対策・予防

対策が一層重要と考える。災害に強いまちづくりに、これからどのような施策を実施しようと考

えているのか。

Q

　
　
　

三
郷
町
地
域
防
災
計
画
は
、
平
成

　
　
　

25
年
10
月
に
修
正
し
、
公
表
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
計
画
に
は
「
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、
町
及
び

関
係
機
関
が
実
施
す
べ
き
、
災
害
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
の
防
災
予
防
対
策
に
つ
い
て

記
載
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
基
づ
き
次
の

と
お
り
、
既
に
実
施
ま
た
は
今
後
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

防
災
空
間
の
整
備

　

美
松
ケ
丘
地
区
を
中
心
に
、
災
害
発
生

時
の
避
難
路
確
保
も
兼
ね
た
勢
野
北
美
松

ケ
丘
線
道
路
築
造
工
事
を
昨
年
か
ら
着
手

し
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
「
町
管
理
の

土
木
構
造
物
の
耐
震
対
策
の
推
進
」
と
し

て
、
川
添
跨
線
橋
耐
震
補
強
工
事
も
間
も

な
く
全
工
程
が
完
了
す
る
と
と
も
に
、
道

路
ス
ト
ッ
ク
総
点
検
や
亀
池
・
大
池
の
点

検
も
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
も
排
水
機
能

の
確
保
・
充
実
を
図
る
た
め
、
町
内
各
所

の
排
水
経
路
の
調
査
を
実
施
し
、
大
雨
の

際
の
冠
水
防
止
も
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
ま
す
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
施
設
設
備
の
強
化
と
保
全

　

上
水
道
施
設
で
は
、
平
成
25
年
度
に
水

道
ビ
ジ
ョ
ン
「
三
郷
町
水
道
事
業
基
本
計

画
」
を
策
定
し
、
配
水
池
や
施
設
並
び
に

給
水
・
配
水
管
の
耐
震
化
を
10
年
の
年
次

計
画
を
立
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
平
成
26
年
度
は
、
浄
水
場
を
初
め
各

配
水
池
の
耐
震
診
断
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
平
成
27
年
度
以
降
に
お
い
て
緊
急
遮

断
弁
の
設
置
、
管
路
の
耐
震
化
を
計
画
的

に
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
現
在
、
整
備
を

進
め
て
い
る
勢
野
北
美
松
ケ
丘
線
の
築
造

工
事
で
は
、
耐
震
配
水
管
を
初
め
て
採
用

す
る
予
定
で
す
。
一
方
、
下
水
道
事
業
で

は
、
緊
急
地
震
対
策
と
し
て
長
寿
命
化
計

画
に
基
づ
き
、
施
設
・
設
備
の
補
強
等
を

平
成
21
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
今
後
も
施
設
・
設
備
の
十
分
な

強
度
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

建
築
物
の
耐
震
対
策
の
促
進

　

公
共
施
設
で
あ
る
学
校
施
設
等
で
は
、

既
に
校
舎
等
の
耐
震
化
は
完
了
し
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
平
成
26
年
度
に
お
い
て
非
構

造
部
材
改
修
工
事
と
し
て
三
郷
小
学
校
で

は
、
体
育
館
の
天
井
及
び
照
明
等
の
落
下

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
天
井
材
の
改

修
工
事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
三
郷
中
学

校
で
は
、
体
育
館
の
外
壁
窓
ガ
ラ
ス
に
飛

散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
貼
る
と
と
も
に
軒
裏

天
井
の
補
修
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
個
人
が
所
有
さ
れ
る
住
宅
の
耐

震
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
18
年
度

よ
り
、
無
料
の
木
造
住
宅
耐
震
診
断
を
実

施
し
、
ま
た
、
平
成
25
年
度
か
ら
は
木
造

住
宅
耐
震
改
修
支
援
事
業
補
助
金
を
交
付

す
る
こ
と
で
耐
震
対
策
の
促
進
を
図
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
施

策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
安
全
な
避
難

体
制
の
整
備
と
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

自
主
防
犯
組
織
の
拡
大
に
つ
い
て

「
親
子
の
つ
ど
い
」
夏
休
み
に
も

実
施
を

町
施
設
使
用
料
減
免
制
度
廃
止
の

影
響
と
対
策
は

医
療
費
助
成
は
現
物
給
付
に

生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
の
影

響
の
回
避
を
ど
う
す
る
の
か
？

学
校
に
お
け
る
動
物
飼
育
の
現
状

と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

平
成
26
年
3
月
6
日
開
催

一

般

質

問

平
成
26
年
第
1
回（
3
月
）定
例
会

そ
の
他
の
一
般
質
問

A

☆☆☆☆☆☆
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道
路
灯
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
事
業
に

      

つ
い
て
、
全
体
の
個
数
と
そ
の
コ

ス
ト
は
？

　
　

町
道
に
お
け
る
道
路
照
明
灯
で
単

　
　

独
柱
型
水
銀
灯
が
93
機
、
電
柱
強

化
型
水
銀
灯
46
機
、
合
計
１
３
９
機
あ

り
ま
す
。
予
算
は
２
１
０
０
万
円
で
今

年
度
は
22
機
を
交
換
し
、
５
年
計
画
で

更
新
し
て
い
く
予
定
で
す
。
な
お
、
県

道
に
つ
き
ま
し
て
は
奈
良
県
に
要
望
し

て
ま
い
り
ま
す
。

氏　
　

名　

坂
田　

一
義

住　
　

所　

三
郷
町
立
野
北
１
丁
目

　
　

         

14
番
６
号

生
年
月
日　

昭
和
18
年
３
月
19
日

諮
問
第
１
号

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
適
任
）

議
案
第
５
号

平
成
26
年
度
三
郷
町
一
般
会
計
予
算

（
賛
成
多
数
原
案
可
決
）

議
案
第
５
号

平
成
26
年
度
三
郷
町
一
般
会
計
予
算

（
賛
成
多
数
原
案
可
決
）

議
案
第
９
号

平
成
26
年
度
三
郷
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算

（
全
会
一
致
原
案
可
決
）

議
案
第
１６
号

三
郷
町
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
検

討
委
員
会
設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
原
案
可
決
）

議
案
第
20
号

三
郷
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
原
案
可
決
）

　
　

ご
み
減
量
化
推
進
事
業
に
つ
い
て

　
　

可
燃
ご
み
の
減
量
化
を
図
る
と
と

　
　

も
に
施
設
の
長
寿
命
化
に
向
け
た

取
り
組
み
と
し
て
、
ご
み
の
減
量
化
を

推
進
す
る
た
め
、
敷
地
を
整
備
し
二
軸

破
砕
機
等
を
購
入
し
ま
す
。
ま
た
、
資

源
の
有
効
利
用
を
図
り
、
ご
み
の
減
量

化
・
資
源
化
に

対
す
る
意
識
の

向
上
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
　

学
校
図
書
室
の
司
書
の
配
置
に
つ

　
　

い
て

　
　

児
童
生
徒
が
取
り
組
む
課
題
の
資

　
　

料
作
成
の
支
援
や
児
童
へ
の
本
の

読
み
聞
か
せ
、
ま
た
図
書
整
頓
な
ど
を

行
う
た
め
、
本
町
の
小
中
学
校
３
校
に

対
し
、
１
名
の
専
任
司
書
を
配
置
い
た

し
ま
す
。

　
　

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
検

　
　

討
委
員
会
に
つ
い
て

　
　

早
期
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

　
　

ム
は
、
認
知
症
や
そ
の
疑
い
の
あ

る
方
を
家
庭
訪
問
し
、
必
要
な
ア
ド
バ

イ
ス
な
ど
家
族
支
援
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
設
置
す
る
も
の
で
す
。
保
健
師

や
介
護
支
援
専
門
員
等
が
チ
ー
ム
を
組

ん
で
初
期
支
援
に
あ
た
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
支
援
チ
ー
ム
の
設

置
及
び
活
動
状
況
に
つ
い
て
検
討
す
る

委
員
会
を
設
置
し
、
地
域
の
関
係
機
関

及
び
団
体
と
一
体
的
に
認
知
症
施
策
を

推
進
す
る
た
め
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

本
条
例
は
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま

す
。

　
　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
推

　
　

進
や
特
定
健
康
診
査
等
の
事
業
を

実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
鈍
化
傾
向
に

な
っ
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
　

医
療
費
が
下
が
っ
た
理
由
は
？

Q
&

A

常
任
委
員
会
の
主
な
報
告

総務建設
常任委員会

▲
開会日

　平成26年3月12日（水）
　　　　　  3月13日（木）
　　  午前9時30分～

文 教 厚 生
常任委員会

▲

開会日
　平成26年3月 7 日（金）
　　　　　  3月10日（月）
　　  午前9時30分～

Q
&

A

Q
&

A

Q
&

A

Q
&

A

QA

QA

QQ A

QA A
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可決された決議
決議第１号

可決された意見書
発議第１号

３ 
月

6
日　

第
１
回
定
例
会
本
会
議

7
日　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

10
日　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

４ 

月

5
日　

西
部
保
育
園
入
園
式

9
日　

三
郷
中
学
校
入
学
式

10
日　

三
郷
・
三
郷
北
小
学
校

　
　
　

入
学
式

11
日　

南
畑
幼
稚
園
入
園
式

23
日　

例
月
現
金
出
納
検
査

24
日
〜
25
日

　
　
　

三
郷
・
安
曇
野
友
好
都
市

　
　
　

交
流
推
進
協
議
会

　
　
　
（
於
：
埼
玉
県
三
郷
市
）

11
日　

上
下
水
道
特
別
委
員
会

12
日　

総
務
建
設
常
任
委
員
会

13
日　

総
務
建
設
常
任
委
員
会

      　

全
員
協
議
会

14
日　

全
員
協
議
会

      　

本
会
議

15
日　

三
郷
中
学
校
卒
業
式

18
日　

南
畑
幼
稚
園
卒
園
式

　
　
　

例
月
現
金
出
納
検
査

19
日　

三
郷
・
三
郷
北
小
学
校

　
　
　

卒
業
式

25
日　

西
部
保
育
園
卒
園
式

26
日　

王
寺
周
辺
広
域
市
町
村
圏

      　

協
議
会

　
　
　

王
寺
周
辺
広
域
市
町
村
圏

　
　
　

議
長
会

　
　
　

生
駒
郡
町
村
議
会
議
長
会

27
日　

奈
良
県
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　

定
期
総
会

　

去
る
３
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た

奈
良
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総

会
に
お
い
て
、
次
の
方
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
の
主
な
報
告

〔
議
員
在
職
15
年
〕

奈良県にリニア中央新幹線を！中間駅の早期決定を求める決議
　リニア中央新幹線は、平成２３年５月に「奈良市付近」を主要な経過地とし
て、整備計画が全国新幹線鉄道整備法に基づき決定されました。
　このことは、全国に空港も新幹線もない３県の一つであり、高速道路など
の高速交通の国土軸から外れてきた奈良県にとって大変大きな前進であり
ます。
　リニア中央新幹線の開通による交流人口の飛躍的な拡大を通じて、観光
や産業・経済、県民生活等の様々な分野で大きな効果が期待できることか
ら、県内の中間駅は、奈良県全体の発展につながる位置に設置されること
が不可欠であり、そのためのグラウンドデザインを描いていくためには、駅
位置の早期決定が重要な課題となります。
　現在、事業主体であるＪＲ東海は、東京・名古屋間の詳細なルートと駅位
置を公表し、２０２７年の開業に向けた準備を着々と進めています。一方、京
都市・京都府は、京都ルートへの変更の要望活動を活発化しており、一部の
関西政財界にはこれに同調する動きもみられます。
　このようなリニア中央新幹線をめぐる現状のなかで、我々三郷町議会は、
奈良県として一致結束して取り組み、ともに未来を切り拓くため、次の事項
を決議する。

１．　リニア中央新幹線がもたらす様々な効果を最大に発揮するため、早期
に東京・大阪間を全線同時開業すべきこと。また、そのための具体策を早
急に検討し、方策を示すこと。

２．　リニア中央新幹線のルートは、東日本大震災などの災害の教訓を踏ま
え、現在の東海道新幹線とできる限り離し、法に基づき決定済みの整備
計画どおり三重・奈良ルートとし、日本の大動脈を二重化すべきこと。

３．　 中間駅の位置が早期に決定されるよう、県内の候補地を一本化すべ
きこと。中間駅は、リニア中央新幹線がもたらす効果を県南部を含む奈
良県全体に、また紀伊半島地域にも広く波及させるため、鉄道網・道路網
で各地と高い交通結節性を有し、県の人口重心にも近接した大和郡山市
に設置すべきこと。
　以上、決議する。
　平成２６年３月６日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三郷町議会

治安維持法犠牲者国家賠償法（仮称）の制定を求める意見書
　治安維持法は、国民主権を唱え、戦争に反対し、平和を求めてたたかった
政党、団体や個人を根絶するねらいで1925年(大正14年)に制定された稀代
の悪法でした。
　治安維持法が制定された1925年から廃止された1945年までの20年間に
政党、労働組合、農民組合、宗教団体等をはじめ、平和主義者、知識人、文化人
など数十万の人々が逮捕され、送検された人は7万5681人（起訴5162人）、警
察署で虐殺された人95人、刑務所・拘置所で虐待・暴行・発病などによる獄死
者は400人余にのぼっています。奈良県でも水平社運動の活動家をはじめ
数百名の人々が逮捕・拷問・投獄されました。治安維持法により国民の声は封
じられ、戦争が拡大され、その結果、日本は十五年戦争で310万人の日本人と
2000万人のアジア諸国民を殺害し、はかり知れない惨禍をもたらしました。
　日本が敗戦にあたりポツダム宣言を受諾したことにより、治安維持法は反
人道的、反民主的で軍国主義を推進した最大の悪法として廃止され、この法
律によって有罪判決を受けた人々は「将来ニ向テソノ刑ノ言渡ヲ受ケザリシ
モノト見做す」とされました。にもかかわらず、戦後日本の歴代政府は、治安
維持法が人道に反する悪法であったことも、いまだに認めようとはしていま
せん。
　諸外国では、ドイツは「戦争犯罪人と人道に反する罪に時効はない」という
国際法にもとづいて、今も戦犯を追求し、犠牲者に謝罪し賠償を行っていま
す。韓国では、治安維持法による逮捕投獄者には、民族独立に貢献した愛国
者として大統領が表彰し、懲役1年以上の刑を受けた犠牲者には年金を支給
しています。イタリアでは実刑を受けた「反ファシスト政治犯」に終身年金を
支給しています。また、アメリカ、カナダでも強制収容した日系市民に謝罪し、
補償しています。
　よって、政府は、再び戦争を許さぬ証として、日本国憲法第17条「何人も公
務員の不法行為により、損害を受けたときは法律の定めるところにより、国
又は公共団体に、その賠償を求めることができる」の規定に則り「治安維持
法犠牲者国家賠償法（仮称）」を制定し、一日も早く治安維持法犠牲者に対す
る謝罪と賠償を行うよう強く求めます。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  2014年3月14日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  奈良県三郷町議会
（提出先）内閣総理大臣、法務大臣、総務大臣、財務大臣

奈
良
県
町
村
議
会
議
長
会

会
長
表
彰

深木健宏議員 久保安正議員

記
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こ
の
議
会
だ
よ
り
が
皆
さ
ん
の
お

手
元
に
届
く
こ
ろ
に
は
、
ポ
カ
ポ
カ

と
暖
か
い
春
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
今
か
ら
２
年
前
の
こ
と
、

大
和
川
河
川
敷
に
ひ
ま
わ
り
を
植
え

る
た
め
土
を
掘
っ
て
い
た
ら
、
生
ま

れ
た
て
の
亀
が
２
匹
い
ま
し
た
。
か

わ
い
す
ぎ
て
持
ち
帰
っ
て
家
で
育
て

て
い
ま
す
が
、食
事
は
え
び
の
乾
燥
、

ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
な
ど
を
ひ
と
つ
ず

つ
手
で
与
え
、
す
く
す
く
大
き
く
な

っ
て
い
ま
す
。
名
前
も
つ
け
、
呼
ぶ

と
言
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
み
た

い
に
寄
っ
て
く
る
の
で
、
懐
い
て
と

て
も
か
わ
い
い
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
「
春
の
河
川
敷
」
に
足

を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
こ
に
は
、

の
ど
か
な
植
物
、
小
さ
な
命
、
そ
し

て
、
未
来
に
輝
く
三
郷
町
が
あ
る
は

ず
で
す
。

3月6日（木）～3月14日（金）

諮問第 1 号
議案第 1 号
議案第 2 号
議案第 3 号
議案第 4 号
議案第 5 号
議案第 6 号
議案第 7 号
議案第 8 号
議案第 9 号
議案第10号
議案第11号
議案第12号
議案第13号
議案第14号
議案第15号
議案第16号
議案第17号
議案第18号
議案第19号

議案第20号
議案第21号
議案第22号
議案第23号
議案第24号
議案第25号
議案第26号

議案第27号

議案第28号
報告第 1 号
報告第 2 号

報告第 3 号
発議第 1 号
発議第 2 号

決議第 1 号

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて
平成25年度三郷町一般会計補正予算（第7号）
平成25年度三郷町下水道事業特別会計補正予算（第3号）
平成25年度三郷町国民健康保険特別会計補正予算（第2号）
平成25年度三郷町介護保険事業特別会計補正予算（第2号）
平成26年度三郷町一般会計予算
平成26年度三郷町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算
平成26年度三郷町し尿浄化槽管理特別会計予算
平成26年度三郷町下水道事業特別会計予算
平成26年度三郷町国民健康保険特別会計予算
平成26年度三郷町介護保険事業特別会計予算
平成26年度三郷町後期高齢者医療特別会計予算
平成26年度三郷町公共用地先行取得事業特別会計予算
平成26年度三郷町勢野北部用地整理事業特別会計予算
平成26年度三郷町水道事業会計予算
三郷町子ども・子育て会議条例の制定について
三郷町認知症初期集中支援チーム検討委員会設置条例の制定について
三郷町空き家等の適正管理に関する条例の制定について
三郷町情報公開条例及び三郷町個人情報保護条例の一部改正について
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改
正について
三郷町国民健康保険税条例の一部改正について
三郷町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正について
三郷町営墓園の設置等に関する条例の一部改正について
三郷町営火葬場設置及び管理に関する条例の一部改正について
三郷町下水道条例の一部改正について
三郷町水道事業給水条例の一部改正について
平成25年度三郷町同報系防災行政無線デジタル化整備事業請負契約の締
結について
三郷町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部改正
について
債務弁済協定特定調停事件の調停の合意について
損害賠償の額の決定に係る専決処分の報告について
平成24年度（繰）町営住宅２１号棟外部改修工事請負契約の契約金額変
更に係る専決処分の報告について
寄付の受け入れについて
治安維持法犠牲者国家賠償法（仮称）の制定を求める意見書
集団的自衛権の行使容認を「解釈変更」の閣議決定で強行しないことを
求める意見書
奈良県にリニア中央新幹線を！中間駅の早期決定を求める決議

全 会 一 致 適 任
全会一致原案可決
全会一致原案可決
全会一致原案可決
全会一致原案可決
賛成多数原案可決
賛成多数原案可決
全会一致原案可決
賛成多数原案可決
全会一致原案可決
全会一致原案可決
賛成多数原案可決
全会一致原案可決
全会一致原案可決
賛成多数原案可決
全会一致原案可決
全会一致原案可決
全会一致原案可決
全会一致原案可決
全会一致原案可決

全会一致原案可決
賛成多数原案可決
賛成多数原案可決
全会一致原案可決
賛成多数原案可決
賛成多数原案可決
全会一致原案可決

全会一致原案可決

全会一致原案可決
報 告 受 理
報 告 受 理

報 告 受 理
全会一致原案可決
賛成少数原案否決

賛成多数原案可決

総務建設常任委員会
全 委 員 会
上下水道特別委員会
文教厚生常任委員会
文教厚生常任委員会
全 委 員 会
総務建設常任委員会
上下水道特別委員会
上下水道特別委員会
文教厚生常任委員会
文教厚生常任委員会
文教厚生常任委員会
総務建設常任委員会
総務建設常任委員会
上下水道特別委員会
文教厚生常任委員会
文教厚生常任委員会
総務建設常任委員会
総務建設常任委員会
総務建設常任委員会

文教厚生常任委員会
総務建設常任委員会
総務建設常任委員会
総務建設常任委員会
上下水道特別委員会
上下水道特別委員会
総務建設常任委員会

総務建設常任委員会

総務建設常任委員会
総務建設常任委員会
総務建設常任委員会

総務建設常任委員会
総務建設常任委員会
総務建設常任委員会

本会議（ １日目）

議　　　　　　案 審 議 結 果 付託委員会

平成26年第1回（3月）三郷町議会定例会

「
春
の
出
会
い
」

本会議・委員会を
　　 傍聴しませんか
本会議・委員会を
　　 傍聴しませんか
　本会議・委員会開会当日、
事務局にて住所・氏名等を記
入するだけで簡単に傍聴でき
ますので、お気軽にお越しく
ださい。
　傍聴・日程等の詳細は、議会
事務局までお問い合わせくだ
さい。
　　　　直通 ４３－７３７１ 三

三郷議会だより 第２０６号
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